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概要（Summary） 

強誘電体キャパシタ用の非貴金属導電性電極材料

として Al をドープした ZnO(AZO)[1],および酸化イン

ジウムスズ(ITO)を上部電極に用いたキャパシタを作

成し、電気特性を評価したところ、Pt や Ir の代替電極

となる可能性があることがわかった。また、AZO を強

誘電体直下のバッファ層および上部電極に用いたキ

ャパシタ[2]を作製し、長期安定性を評価した。 

 

実験（Experimental） 

スパッタ装置で作製した高配向性 Pt(111)基板を下部

電極に用いた。 Pt 電極上に PLD (Pulsed Laser 

Deposition)法を用いて AZO バッファ層を製膜後、

PLZT (Pb:La:Zr:Ti = 113:3:30:70)薄膜をゾルゲル法に

より製膜した。50～500 m 径のメタルスルーマスク

を用い、AZO 上部電極を PLD 法によって作製した。 

 

結果と考察（Results and Discussion） 

AZO バッファ層厚を有する強誘電体キャパシタ残

留分極値は 21.6 C/cm2 (バッファ層なし)、18.2 C/cm2 

(10 nm)、6.5 C/cm2 (120 nm)となり、バッファ層厚増

加につれヒステリシスループの形状も劣化した。作製

した強誘電体キャパシタの疲労劣化特性を評価する

ために、初期残留分極値と疲労サイクル後での残留分

極値の比（残留分極比: 劣化後/初期値）を測定した。

107サイクル後、AZO バッファ層なし、10 nm および

120 nm の残留分極比はそれぞれ 0.40、0.66 および 0.49

であった。Pt(111)基板上に AZO バッファ層を導入す

ることで疲労特性は改善されたが、AZO バッファ層の

導入は初期残留分極値を低下させるため、AZO 製膜条

件の最適化が今後の課題である。 

その他・特記事項（Others） 

なし 
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